
 

 

 

 

一括募集２  

 

 

 
平成29年度 応急手当研修 実施要項 

 
 
 

１ 目  的   スポーツにおける外傷時や学校事故・災害発生時の迅速かつ適切な応急
手当の方法等を学ぶことを目的とする。災害救護シミュレーション等を実
施し、学校等での危機管理体制について考える研修を実施する。  

 
 
２ 対 象 者   幼稚園、小・中学校、義務教育学校、府立高等学校（岸和田市立の定

時制の課程を含む）及び府立支援学校（八尾市立特別支援学校を含む）
の教職員 

募集人数 50名 
 

３ 研修内容等 

回 日  時 研  修  内  容 講 師 等 

１ 

７月 28 日（金） 

９:30～12:30 

もしくは 

  14:00～17:00 

   
学校事故・災害発生時等の応急手当 

 救急法概論 

危機管理と初期対応 

 災害発生時救護シミュレーション 

 

〔講義・実習〕 

  

公立学校教員等 

（救急法等有資格者） 

  

大阪府教育センター 

指導主事等  

 

 ※留意点 

  ・【午前：９:30～12:30】と【午後：14:00～17:00】は同じ内容 

  ・希望する時間帯【午前】、【午後】から一つ選択し、受講推薦者名簿のコメント又は備考欄に必

ず記入すること 

 

 
４ 会  場  大阪府体育研修センター 

東大阪市稲葉２丁目３番 25 号 電話 072-961-5955【研修当日のみ】 
府立たまがわ高等支援学校と併設 

近鉄奈良線「河内花園」駅下車、北へ約 1,000ｍ 
近鉄けいはんな線「吉田」駅下車、南へ約 1,500ｍ 

 
 

５ 担 当 室  高等学校教育推進室 
 
 
６ そ の 他  (1) 受付は 30 分前から 
        (2) 印鑑を持参すること 

(3) 来所時には、所属名・名前の入った名札を着用すること 
(4) 自家用自動車・バイク等で来所しないこと 
(5) シューズ(室内用)、実習のできる服及び飲料水を用意すること。 
(6) 研修当日以外の問い合わせ等は、大阪府教育センター高等学校教育推進室 
    (06-6692-1882)まで行うこと 

(7) 事前に準備しておく事項があるので、シラバスを必ず確認しておくこと 

 

2492 



 

 

 

 

平成 29 年度 研修のシラバス 

１．研 修 名 
応急手当研修  

                    （研修番号 2492） 

２．研修のねらい 

スポーツにおける外傷時や学校事故・災害発生時の迅速かつ適切な応急手

当の方法等を学ぶことを目的とする。災害救護シミュレーション等を実施し、

学校等での危機管理体制について考える研修を実施する。 

 

目 標 

① 応急手当の意義を理解する。 

② 様々なケースにおける応急手当の方法を、実習を通して理解し習得す

る。 

③ 不慮の事故災害に対応すべく、学校現場で活用できる危機管理を理解 

する。 

 

「OSAKA 教職スタンダード」該当項目：第１・２期５  

 

３．研修課題とねらい等 

回 研修課題 ねらい 内容 準備物・事前課題 

１ 

応急手当の意義 

学校における応急手当

の意義を理解する。 

 救急法等有資格指導員

による応急手当の方法

を、実習を通して、必

要な知識及び技能を習

得する。 

 適切な連絡・通報、運

搬等を含む応急手当の

手順や方法を身に付け

る。 

準備物 

実習のできる服 

室内シューズ 

筆記用具 

学校の危機管理

体制及び初期対

応 

不慮の事故災害に対応

できる危機管理体制に

ついて理解する。 

防災の観点から、万が一の

災害発生に備える危機管理

体制について学ぶ。 

学校事故・災害

発生時等の応急

手当 

災害救護シミュレーシ

ョンの実習を通して、災

害発生時における応急

手当の方法を学ぶ。 

応急手当の方法を活用し、

救護における知識や方法を

学び、学校での危機管理に

生かす。 

 


